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衆議院議員二期目、２０１７年の再出発から３年間の国政報告です。 

１ コロナ対策∥コロナ危機を乗り越えるために 

全全国国民民一一律律  
１１００万万円円給給付付  

持持続続化化給給付付金金  
フフリリーーラランンススななどどにに  
対対象象拡拡大大  

 4月から、石川３区の法人（個人事業主含む）
を対象に「新型コロナウィルスに関連した経済
対策アンケート」調査を、往復はがき、FAX、電
話で行いました。 

● コロナに関連した企業アンケート実施 

● 自粛期間にコロナ対策の電話相談を実施 

 4月7日から6月19日までの
土 曜・日 曜・祝 日・GW（通
算24日間）に、国会事務所で
「新型コロナウイルス対策の
電話相談」を行いました。 

 外出自粛期間は、企業アンケートと休日の電話
相談により、直接地元の皆様の声を伺いました。
これらの意見や要望、課題をもとに、政府へ具体
的な提案や要望を行いました。結果として、政府
の緊急対策や補正予算などにこれらの多くの提案
や要望を取り込んでいただくことができました。 

 ご協力いただきました地元の皆様、ありがとう
ございました。コロナ渦の中、引き続きご意見や
ご要望を伺います。宜しくお願いいたします。 

コロナの現状を直接伺いました! 

▼2020年5月29日 日本農業新聞  

● 地元の一次産業に関わる代表的な８つの意見（米作
農家、農業団体、宿泊業、カキ養殖、酪農、加工
業、お寿司屋、花の小売）を紹介しました。 

● 花の生産農家の例で、野菜等と違って補償が収入保
険しかない中で、収入保険に入っていない人はどう
すべきかと質問しました。収入保険の加入率の低さ
を問題意識を持っており、何らか考えるとの答弁。
⇒2次補正予算で施設園芸の交付単価の引き上げを
実現されました（10ａ当たり5万円→花き等80万
円、果樹25万円）。 

● カキの例で、漁業共済に入っていない人はどうすべ
きかと質問しました。近藤和也が提案した東日本大
震災の時の養殖復興支援事業を参考にして何らか考
える問題意識を持っているとの答弁でした。 

加藤厚労大臣との質疑 

予算・農林水産委員会などで質疑 

江藤農水大臣との質疑 

２ 災害対策∥豪雪、豪雨などの対策に取り組む 
  この3年間はさまざまな災害が起こりました。 

 2017年の当選後の冬、石川県は2018年北陸豪
雪災害があり、県内では漏水・断水が起こり、現
地の皆様の声を伺い、豪雪対策に取り組みまし
た。 

 2018年には西日本豪雨災害が広範囲で被害があ
り、被災地へボランティアとして支援を行い、現
場で汗をかき、また、青年局長として、全国の県
連、議員・支援者の関係者とともに、組織として
の支援体制を構築しました。 

 2019年においてもゲリラ豪雨、台風の被害が相
次ぎ、被災地によって現場の要望や課題が異な
り、しっかりと現場の声を受け止めることが大切
でした。そして東日本大震災の復興についても、
引き続き取り組んでいかなければなりません。 

 2020年からは、災害ともいえる新型コロナウイ
ルス対策に取り組んでいます。 

豪雪・断水対策の集会場 

漏水が凍結 

● 2018年2月16日 災害対策特別委員会、防災・減
災・安心の観点から質問し、除雪費の追加配分、
交付の前倒しを実現しました。 

● 地元の強い要望を反映、除雪費の取組みを確認。 

● 従来の上京して要望する仕組みではなく、被災地
に配慮した恒常的な課題解決の仕組みを提案。 

● 地域の高齢化という環境変化によって、豪雪対策
が変化して苦しんでいる地域の実情を説明。 

● 住民の安心のため、情報の周知の工夫徹底を。 

● 空き家の漏水対策のため、法律の柔軟な運用を。 

災害委で漏水・断水にも対策を提案！ 

３ 農林水産政策∥漁業法,豚熱,ため池,基本計画 

 2020年3月24日、地元で購入したエアリーフローラ
を、大臣をはじめ政務三役、委員の皆さんの胸につけ
ていただきました。花言葉は「希望」。 

花を胸につけて質疑 

エアリーフローラ 

● ため池の決壊による被害も近年増加している
中、2020年度で5か年の土地改良長期計画や
防災3か年緊急計画の最終年度となり、次年
度以降のため池整備をいかに進めていくのか
が懸念材料となっていました。 

● 2020年6月9日、法案の筆頭発議者として、
趣旨説明を行い、6月12日、全会一致で法案
が成立しました。これにより、国の予算のみ
ならず地方自治体への財政措置の充実、長期
で計画を立てて着実な整備が進むことができ
ます。 

● 基本指針を策定の際、「超党派ため池整備促
進協議会」の事務局として、基本指針に地元
の皆様の想いがより深く反映されるよう提言
しました。 

 ため池整備促進法を成立！ 

ため池整備促進法案の
趣旨説明 

超党派農業用ため池対策
促進議員協議会 

 2020年3月24日、政府が「食料・農業・農村基本
計画」見直しの中、より適切かつ現場の実情を踏ま
えたものになるよう提言をまとめ、江藤農水大臣に
申し入れを実施しました。 

農水大臣に提言 大臣申入れ後の取材 

食料・農業・農村基本計画見直し提言 

石川県オリジナル品種の花を紹介！ 

道路一面の砂や土を掃き集め 家の中に流れ込んだ泥の清掃 ごみを道路の集積所へ運搬 土嚢を作り、積み上げる作業 
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衆議院議員二期目、２０１７年の再出発から３年間の国政報告です。 

１ コロナ対策∥コロナ危機を乗り越えるために 

全全国国民民一一律律  
１１００万万円円給給付付  

持持続続化化給給付付金金  
フフリリーーラランンススななどどにに  
対対象象拡拡大大  

 4月から、石川３区の法人（個人事業主含む）
を対象に「新型コロナウィルスに関連した経済
対策アンケート」調査を、往復はがき、FAX、電
話で行いました。 

● コロナに関連した企業アンケート実施 

● 自粛期間にコロナ対策の電話相談を実施 

 4月7日から6月19日までの
土 曜・日 曜・祝 日・GW（通
算24日間）に、国会事務所で
「新型コロナウイルス対策の
電話相談」を行いました。 

 外出自粛期間は、企業アンケートと休日の電話
相談により、直接地元の皆様の声を伺いました。
これらの意見や要望、課題をもとに、政府へ具体
的な提案や要望を行いました。結果として、政府
の緊急対策や補正予算などにこれらの多くの提案
や要望を取り込んでいただくことができました。 

 ご協力いただきました地元の皆様、ありがとう
ございました。コロナ渦の中、引き続きご意見や
ご要望を伺います。宜しくお願いいたします。 

コロナの現状を直接伺いました! 

▼2020年5月29日 日本農業新聞  

● 地元の一次産業に関わる代表的な８つの意見（米作
農家、農業団体、宿泊業、カキ養殖、酪農、加工
業、お寿司屋、花の小売）を紹介しました。 

● 花の生産農家の例で、野菜等と違って補償が収入保
険しかない中で、収入保険に入っていない人はどう
すべきかと質問しました。収入保険の加入率の低さ
を問題意識を持っており、何らか考えるとの答弁。
⇒2次補正予算で施設園芸の交付単価の引き上げを
実現されました（10ａ当たり5万円→花き等80万
円、果樹25万円）。 

● カキの例で、漁業共済に入っていない人はどうすべ
きかと質問しました。近藤和也が提案した東日本大
震災の時の養殖復興支援事業を参考にして何らか考
える問題意識を持っているとの答弁でした。 

加藤厚労大臣との質疑 

予算・農林水産委員会などで質疑 

江藤農水大臣との質疑 

２ 災害対策∥豪雪、豪雨などの対策に取り組む 
  この3年間はさまざまな災害が起こりました。 

 2017年の当選後の冬、石川県は2018年北陸豪
雪災害があり、県内では漏水・断水が起こり、現
地の皆様の声を伺い、豪雪対策に取り組みまし
た。 

 2018年には西日本豪雨災害が広範囲で被害があ
り、被災地へボランティアとして支援を行い、現
場で汗をかき、また、青年局長として、全国の県
連、議員・支援者の関係者とともに、組織として
の支援体制を構築しました。 

 2019年においてもゲリラ豪雨、台風の被害が相
次ぎ、被災地によって現場の要望や課題が異な
り、しっかりと現場の声を受け止めることが大切
でした。そして東日本大震災の復興についても、
引き続き取り組んでいかなければなりません。 

 2020年からは、災害ともいえる新型コロナウイ
ルス対策に取り組んでいます。 

豪雪・断水対策の集会場 

漏水が凍結 

● 2018年2月16日 災害対策特別委員会、防災・減
災・安心の観点から質問し、除雪費の追加配分、
交付の前倒しを実現しました。 

● 地元の強い要望を反映、除雪費の取組みを確認。 

● 従来の上京して要望する仕組みではなく、被災地
に配慮した恒常的な課題解決の仕組みを提案。 

● 地域の高齢化という環境変化によって、豪雪対策
が変化して苦しんでいる地域の実情を説明。 

● 住民の安心のため、情報の周知の工夫徹底を。 

● 空き家の漏水対策のため、法律の柔軟な運用を。 

災害委で漏水・断水にも対策を提案！ 

３ 農林水産政策∥漁業法,豚熱,ため池,基本計画 

 2020年3月24日、地元で購入したエアリーフローラ
を、大臣をはじめ政務三役、委員の皆さんの胸につけ
ていただきました。花言葉は「希望」。 

花を胸につけて質疑 

エアリーフローラ 

● ため池の決壊による被害も近年増加している
中、2020年度で5か年の土地改良長期計画や
防災3か年緊急計画の最終年度となり、次年
度以降のため池整備をいかに進めていくのか
が懸念材料となっていました。 

● 2020年6月9日、法案の筆頭発議者として、
趣旨説明を行い、6月12日、全会一致で法案
が成立しました。これにより、国の予算のみ
ならず地方自治体への財政措置の充実、長期
で計画を立てて着実な整備が進むことができ
ます。 

● 基本指針を策定の際、「超党派ため池整備促
進協議会」の事務局として、基本指針に地元
の皆様の想いがより深く反映されるよう提言
しました。 

 ため池整備促進法を成立！ 

ため池整備促進法案の
趣旨説明 

超党派農業用ため池対策
促進議員協議会 

 2020年3月24日、政府が「食料・農業・農村基本
計画」見直しの中、より適切かつ現場の実情を踏ま
えたものになるよう提言をまとめ、江藤農水大臣に
申し入れを実施しました。 

農水大臣に提言 大臣申入れ後の取材 

食料・農業・農村基本計画見直し提言 

石川県オリジナル品種の花を紹介！ 

道路一面の砂や土を掃き集め 家の中に流れ込んだ泥の清掃 ごみを道路の集積所へ運搬 土嚢を作り、積み上げる作業 
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衆議院議員二期目、２０１７年の再出発から３年間の国政報告です。 

１ コロナ対策∥コロナ危機を乗り越えるために 

全全国国民民一一律律  
１１００万万円円給給付付  

持持続続化化給給付付金金  
フフリリーーラランンススななどどにに  
対対象象拡拡大大  

 4月から、石川３区の法人（個人事業主含む）
を対象に「新型コロナウィルスに関連した経済
対策アンケート」調査を、往復はがき、FAX、電
話で行いました。 

● コロナに関連した企業アンケート実施 

● 自粛期間にコロナ対策の電話相談を実施 

 4月7日から6月19日までの
土 曜・日 曜・祝 日・GW（通
算24日間）に、国会事務所で
「新型コロナウイルス対策の
電話相談」を行いました。 

 外出自粛期間は、企業アンケートと休日の電話
相談により、直接地元の皆様の声を伺いました。
これらの意見や要望、課題をもとに、政府へ具体
的な提案や要望を行いました。結果として、政府
の緊急対策や補正予算などにこれらの多くの提案
や要望を取り込んでいただくことができました。 

 ご協力いただきました地元の皆様、ありがとう
ございました。コロナ渦の中、引き続きご意見や
ご要望を伺います。宜しくお願いいたします。 

コロナの現状を直接伺いました! 

▼2020年5月29日 日本農業新聞  

● 地元の一次産業に関わる代表的な８つの意見（米作
農家、農業団体、宿泊業、カキ養殖、酪農、加工
業、お寿司屋、花の小売）を紹介しました。 

● 花の生産農家の例で、野菜等と違って補償が収入保
険しかない中で、収入保険に入っていない人はどう
すべきかと質問しました。収入保険の加入率の低さ
を問題意識を持っており、何らか考えるとの答弁。
⇒2次補正予算で施設園芸の交付単価の引き上げを
実現されました（10ａ当たり5万円→花き等80万
円、果樹25万円）。 

● カキの例で、漁業共済に入っていない人はどうすべ
きかと質問しました。近藤和也が提案した東日本大
震災の時の養殖復興支援事業を参考にして何らか考
える問題意識を持っているとの答弁でした。 

加藤厚労大臣との質疑 

予算・農林水産委員会などで質疑 

江藤農水大臣との質疑 

２ 災害対策∥豪雪、豪雨などの対策に取り組む 
  この3年間はさまざまな災害が起こりました。 

 2017年の当選後の冬、石川県は2018年北陸豪
雪災害があり、県内では漏水・断水が起こり、現
地の皆様の声を伺い、豪雪対策に取り組みまし
た。 

 2018年には西日本豪雨災害が広範囲で被害があ
り、被災地へボランティアとして支援を行い、現
場で汗をかき、また、青年局長として、全国の県
連、議員・支援者の関係者とともに、組織として
の支援体制を構築しました。 

 2019年においてもゲリラ豪雨、台風の被害が相
次ぎ、被災地によって現場の要望や課題が異な
り、しっかりと現場の声を受け止めることが大切
でした。そして東日本大震災の復興についても、
引き続き取り組んでいかなければなりません。 

 2020年からは、災害ともいえる新型コロナウイ
ルス対策に取り組んでいます。 

豪雪・断水対策の集会場 

漏水が凍結 

● 2018年2月16日 災害対策特別委員会、防災・減
災・安心の観点から質問し、除雪費の追加配分、
交付の前倒しを実現しました。 

● 地元の強い要望を反映、除雪費の取組みを確認。 

● 従来の上京して要望する仕組みではなく、被災地
に配慮した恒常的な課題解決の仕組みを提案。 

● 地域の高齢化という環境変化によって、豪雪対策
が変化して苦しんでいる地域の実情を説明。 

● 住民の安心のため、情報の周知の工夫徹底を。 

● 空き家の漏水対策のため、法律の柔軟な運用を。 

災害委で漏水・断水にも対策を提案！ 

３ 農林水産政策∥漁業法,豚熱,ため池,基本計画 

 2020年3月24日、地元で購入したエアリーフローラ
を、大臣をはじめ政務三役、委員の皆さんの胸につけ
ていただきました。花言葉は「希望」。 

花を胸につけて質疑 

エアリーフローラ 

● ため池の決壊による被害も近年増加している
中、2020年度で5か年の土地改良長期計画や
防災3か年緊急計画の最終年度となり、次年
度以降のため池整備をいかに進めていくのか
が懸念材料となっていました。 

● 2020年6月9日、法案の筆頭発議者として、
趣旨説明を行い、6月12日、全会一致で法案
が成立しました。これにより、国の予算のみ
ならず地方自治体への財政措置の充実、長期
で計画を立てて着実な整備が進むことができ
ます。 

● 基本指針を策定の際、「超党派ため池整備促
進協議会」の事務局として、基本指針に地元
の皆様の想いがより深く反映されるよう提言
しました。 

 ため池整備促進法を成立！ 

ため池整備促進法案の
趣旨説明 

超党派農業用ため池対策
促進議員協議会 

 2020年3月24日、政府が「食料・農業・農村基本
計画」見直しの中、より適切かつ現場の実情を踏ま
えたものになるよう提言をまとめ、江藤農水大臣に
申し入れを実施しました。 

農水大臣に提言 大臣申入れ後の取材 

食料・農業・農村基本計画見直し提言 

石川県オリジナル品種の花を紹介！ 

道路一面の砂や土を掃き集め 家の中に流れ込んだ泥の清掃 ごみを道路の集積所へ運搬 土嚢を作り、積み上げる作業 

農林水産政策｜豚熱 ため池 基本計画５
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０２１号 

衆議院議員二期目、２０１７年の再出発から３年間の国政報告です。 

１ コロナ対策∥コロナ危機を乗り越えるために 

全全国国民民一一律律  
１１００万万円円給給付付  

持持続続化化給給付付金金  
フフリリーーラランンススななどどにに  
対対象象拡拡大大  

 4月から、石川３区の法人（個人事業主含む）
を対象に「新型コロナウィルスに関連した経済
対策アンケート」調査を、往復はがき、FAX、電
話で行いました。 

● コロナに関連した企業アンケート実施 

● 自粛期間にコロナ対策の電話相談を実施 

 4月7日から6月19日までの
土 曜・日 曜・祝 日・GW（通
算24日間）に、国会事務所で
「新型コロナウイルス対策の
電話相談」を行いました。 

 外出自粛期間は、企業アンケートと休日の電話
相談により、直接地元の皆様の声を伺いました。
これらの意見や要望、課題をもとに、政府へ具体
的な提案や要望を行いました。結果として、政府
の緊急対策や補正予算などにこれらの多くの提案
や要望を取り込んでいただくことができました。 

 ご協力いただきました地元の皆様、ありがとう
ございました。コロナ渦の中、引き続きご意見や
ご要望を伺います。宜しくお願いいたします。 

コロナの現状を直接伺いました! 

▼2020年5月29日 日本農業新聞  

● 地元の一次産業に関わる代表的な８つの意見（米作
農家、農業団体、宿泊業、カキ養殖、酪農、加工
業、お寿司屋、花の小売）を紹介しました。 

● 花の生産農家の例で、野菜等と違って補償が収入保
険しかない中で、収入保険に入っていない人はどう
すべきかと質問しました。収入保険の加入率の低さ
を問題意識を持っており、何らか考えるとの答弁。
⇒2次補正予算で施設園芸の交付単価の引き上げを
実現されました（10ａ当たり5万円→花き等80万
円、果樹25万円）。 

● カキの例で、漁業共済に入っていない人はどうすべ
きかと質問しました。近藤和也が提案した東日本大
震災の時の養殖復興支援事業を参考にして何らか考
える問題意識を持っているとの答弁でした。 

加藤厚労大臣との質疑 

予算・農林水産委員会などで質疑 

江藤農水大臣との質疑 

２ 災害対策∥豪雪、豪雨などの対策に取り組む 
  この3年間はさまざまな災害が起こりました。 

 2017年の当選後の冬、石川県は2018年北陸豪
雪災害があり、県内では漏水・断水が起こり、現
地の皆様の声を伺い、豪雪対策に取り組みまし
た。 

 2018年には西日本豪雨災害が広範囲で被害があ
り、被災地へボランティアとして支援を行い、現
場で汗をかき、また、青年局長として、全国の県
連、議員・支援者の関係者とともに、組織として
の支援体制を構築しました。 

 2019年においてもゲリラ豪雨、台風の被害が相
次ぎ、被災地によって現場の要望や課題が異な
り、しっかりと現場の声を受け止めることが大切
でした。そして東日本大震災の復興についても、
引き続き取り組んでいかなければなりません。 

 2020年からは、災害ともいえる新型コロナウイ
ルス対策に取り組んでいます。 

豪雪・断水対策の集会場 

漏水が凍結 

● 2018年2月16日 災害対策特別委員会、防災・減
災・安心の観点から質問し、除雪費の追加配分、
交付の前倒しを実現しました。 

● 地元の強い要望を反映、除雪費の取組みを確認。 

● 従来の上京して要望する仕組みではなく、被災地
に配慮した恒常的な課題解決の仕組みを提案。 

● 地域の高齢化という環境変化によって、豪雪対策
が変化して苦しんでいる地域の実情を説明。 

● 住民の安心のため、情報の周知の工夫徹底を。 

● 空き家の漏水対策のため、法律の柔軟な運用を。 

災害委で漏水・断水にも対策を提案！ 

３ 農林水産政策∥漁業法,豚熱,ため池,基本計画 

 2020年3月24日、地元で購入したエアリーフローラ
を、大臣をはじめ政務三役、委員の皆さんの胸につけ
ていただきました。花言葉は「希望」。 

花を胸につけて質疑 

エアリーフローラ 

● ため池の決壊による被害も近年増加している
中、2020年度で5か年の土地改良長期計画や
防災3か年緊急計画の最終年度となり、次年
度以降のため池整備をいかに進めていくのか
が懸念材料となっていました。 

● 2020年6月9日、法案の筆頭発議者として、
趣旨説明を行い、6月12日、全会一致で法案
が成立しました。これにより、国の予算のみ
ならず地方自治体への財政措置の充実、長期
で計画を立てて着実な整備が進むことができ
ます。 

● 基本指針を策定の際、「超党派ため池整備促
進協議会」の事務局として、基本指針に地元
の皆様の想いがより深く反映されるよう提言
しました。 

 ため池整備促進法を成立！ 

ため池整備促進法案の
趣旨説明 

超党派農業用ため池対策
促進議員協議会 

 2020年3月24日、政府が「食料・農業・農村基本
計画」見直しの中、より適切かつ現場の実情を踏ま
えたものになるよう提言をまとめ、江藤農水大臣に
申し入れを実施しました。 

農水大臣に提言 大臣申入れ後の取材 

食料・農業・農村基本計画見直し提言 

石川県オリジナル品種の花を紹介！ 

道路一面の砂や土を掃き集め 家の中に流れ込んだ泥の清掃 ごみを道路の集積所へ運搬 土嚢を作り、積み上げる作業 
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衆議院議員二期目、２０１７年の再出発から３年間の国政報告です。 

１ コロナ対策∥コロナ危機を乗り越えるために 

全全国国民民一一律律  
１１００万万円円給給付付  

持持続続化化給給付付金金  
フフリリーーラランンススななどどにに  
対対象象拡拡大大  

 4月から、石川３区の法人（個人事業主含む）
を対象に「新型コロナウィルスに関連した経済
対策アンケート」調査を、往復はがき、FAX、電
話で行いました。 

● コロナに関連した企業アンケート実施 

● 自粛期間にコロナ対策の電話相談を実施 

 4月7日から6月19日までの
土 曜・日 曜・祝 日・GW（通
算24日間）に、国会事務所で
「新型コロナウイルス対策の
電話相談」を行いました。 

 外出自粛期間は、企業アンケートと休日の電話
相談により、直接地元の皆様の声を伺いました。
これらの意見や要望、課題をもとに、政府へ具体
的な提案や要望を行いました。結果として、政府
の緊急対策や補正予算などにこれらの多くの提案
や要望を取り込んでいただくことができました。 

 ご協力いただきました地元の皆様、ありがとう
ございました。コロナ渦の中、引き続きご意見や
ご要望を伺います。宜しくお願いいたします。 

コロナの現状を直接伺いました! 

▼2020年5月29日 日本農業新聞  

● 地元の一次産業に関わる代表的な８つの意見（米作
農家、農業団体、宿泊業、カキ養殖、酪農、加工
業、お寿司屋、花の小売）を紹介しました。 

● 花の生産農家の例で、野菜等と違って補償が収入保
険しかない中で、収入保険に入っていない人はどう
すべきかと質問しました。収入保険の加入率の低さ
を問題意識を持っており、何らか考えるとの答弁。
⇒2次補正予算で施設園芸の交付単価の引き上げを
実現されました（10ａ当たり5万円→花き等80万
円、果樹25万円）。 

● カキの例で、漁業共済に入っていない人はどうすべ
きかと質問しました。近藤和也が提案した東日本大
震災の時の養殖復興支援事業を参考にして何らか考
える問題意識を持っているとの答弁でした。 

加藤厚労大臣との質疑 

予算・農林水産委員会などで質疑 

江藤農水大臣との質疑 

２ 災害対策∥豪雪、豪雨などの対策に取り組む 
  この3年間はさまざまな災害が起こりました。 

 2017年の当選後の冬、石川県は2018年北陸豪
雪災害があり、県内では漏水・断水が起こり、現
地の皆様の声を伺い、豪雪対策に取り組みまし
た。 

 2018年には西日本豪雨災害が広範囲で被害があ
り、被災地へボランティアとして支援を行い、現
場で汗をかき、また、青年局長として、全国の県
連、議員・支援者の関係者とともに、組織として
の支援体制を構築しました。 

 2019年においてもゲリラ豪雨、台風の被害が相
次ぎ、被災地によって現場の要望や課題が異な
り、しっかりと現場の声を受け止めることが大切
でした。そして東日本大震災の復興についても、
引き続き取り組んでいかなければなりません。 

 2020年からは、災害ともいえる新型コロナウイ
ルス対策に取り組んでいます。 

豪雪・断水対策の集会場 

漏水が凍結 

● 2018年2月16日 災害対策特別委員会、防災・減
災・安心の観点から質問し、除雪費の追加配分、
交付の前倒しを実現しました。 

● 地元の強い要望を反映、除雪費の取組みを確認。 

● 従来の上京して要望する仕組みではなく、被災地
に配慮した恒常的な課題解決の仕組みを提案。 

● 地域の高齢化という環境変化によって、豪雪対策
が変化して苦しんでいる地域の実情を説明。 

● 住民の安心のため、情報の周知の工夫徹底を。 

● 空き家の漏水対策のため、法律の柔軟な運用を。 

災害委で漏水・断水にも対策を提案！ 

３ 農林水産政策∥漁業法,豚熱,ため池,基本計画 

 2020年3月24日、地元で購入したエアリーフローラ
を、大臣をはじめ政務三役、委員の皆さんの胸につけ
ていただきました。花言葉は「希望」。 

花を胸につけて質疑 

エアリーフローラ 

● ため池の決壊による被害も近年増加している
中、2020年度で5か年の土地改良長期計画や
防災3か年緊急計画の最終年度となり、次年
度以降のため池整備をいかに進めていくのか
が懸念材料となっていました。 

● 2020年6月9日、法案の筆頭発議者として、
趣旨説明を行い、6月12日、全会一致で法案
が成立しました。これにより、国の予算のみ
ならず地方自治体への財政措置の充実、長期
で計画を立てて着実な整備が進むことができ
ます。 

● 基本指針を策定の際、「超党派ため池整備促
進協議会」の事務局として、基本指針に地元
の皆様の想いがより深く反映されるよう提言
しました。 

 ため池整備促進法を成立！ 

ため池整備促進法案の
趣旨説明 

超党派農業用ため池対策
促進議員協議会 

 2020年3月24日、政府が「食料・農業・農村基本
計画」見直しの中、より適切かつ現場の実情を踏ま
えたものになるよう提言をまとめ、江藤農水大臣に
申し入れを実施しました。 

農水大臣に提言 大臣申入れ後の取材 

食料・農業・農村基本計画見直し提言 

石川県オリジナル品種の花を紹介！ 

道路一面の砂や土を掃き集め 家の中に流れ込んだ泥の清掃 ごみを道路の集積所へ運搬 土嚢を作り、積み上げる作業 
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ふるさとが好きだから、一所懸命。現場の声を国政へ反映。 
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衆議院議員二期目、2017年の再出発から4年目の国政報告 ・ 夏号 

[第204回国会] TV中継の予算委員会、総理へコロナ対策を問う‼ 

2/13に東北を中心に被害のあった震災への政府対
応について質疑。東日本大震災から10年を迎える
中での今回の地震について、現地では東日本大震
災、新型コロナウイルスにつぐ「トリプル災害」と
の声も出ていることを紹介しました。 

民主党政権時代に導入されたグループ補助金（※）
の活用を訴えました。この補助金の利用に必要とな
る「激甚災害指定」を政府が行うか、特例として使
うことができるようにすることを求めました。 

※グループ補助金：被災企業を支援するための国の補助金制
度。被災した企業が複数集まって復興事業計画を作成し、生
産機械等の設備の復旧費用の4分の3を国や県が補助する。 

⇒防災担当大臣から、制度として難しいと言われ
たが、最終的には、１０日後くらいで、特例的に
グループ補助金を適用させることができました。 

新型コロナウイルス・ワクチンに関し、 

①日本でワクチン接種の開始が遅れている理由 

②ワクチンについての政府内での適切な情報共有 

③国産ワクチンの開発 

④貧困国にも公平に分配するための国際的な枠組み
（COVAX） 

等について取り上げました。ワクチンの安定供給に
おいて首脳外交を提案し、また、日本の進むべき方
向として、医療の安全保障を日本の成長戦略に取り
込んでいくことを提案しました。 

⇒総理大臣から、「そこは極めて大事なご指摘。
さらに、日本は社会保障の問題、超高齢化社会
で、そうした開発も大事。」との答弁。 

東東北北地地方方をを襲襲っったた東東日日本本大大震震災災のの余余震震へへののググルルーー
ププ補補助助金金のの活活用用  

国国産産ワワククチチンンににつついいてて、、安安全全保保障障のの観観点点かからら政政策策のの
見見直直ししをを要要求求  

2/15 NHK中継 予算委員会 

大和堆の違法操業問題の変化 

除雪業者の固定経費の支援 

● 3/10の農林水産委員会、外務省及び海上保安庁
へ質疑。北朝鮮船籍から中国漁船に変わってき
た状況について、対応の変化を確認。違法操業
外国船の立入検査、拿捕を引き続き強く要請。 

● 日中外相会談を含め、中国側に対し日本側の懸
念を伝達し、漁業者への指導等の対策強化を含
む実効的措置を取るよう申し入れたと答弁。 

● 日中漁業協定に関し、日中漁業共同委員会が動
いていないと指摘。協議を行う等、資源の適切
な管理と漁業者の安定した操業の確保に向けて
粘り強く対応していくと答弁。 

● 3/18の災害対策特別委員会、国交省へ質疑。雪
が降らないときにも、業者の固定費を何とかで
きないかと地元業者の声を紹介。 

● 作業員確保や重機維持など最小限必要なる固定
経費を計上する方法を検討し、令和３年度の直
轄工事からそれを試行する予定との答弁。 

千里浜の浸食対策への支援 
● 2/26の予算委員会第七分科会、国交省へ質疑。 

● 海岸管理者の石川県から、天候が落
ち着く３月上旬以降に養浜を行い、
遅くとも４月中旬までになぎさドラ
イブウェイの開通を目指すと聞いて
いると答弁。 

● 千里浜再生プロジェクト委員会に引
き続き参画し、県、地元市町、関係
者の声を聞きながら、侵食対策への技術的助言
や財政的支援に努めると答弁。 

豚熱とイノシシのジビエ活用 
● 【背景】度重なる鳥獣被害対策と、豚熱の感染
拡大対策（感染地域のイノシシの処分）と、イ
ノシシを食材としてのジビエ活用との課題があ
り、石川県知事との県政懇談会で過去何度も話
し合われた。 

● 3/10の農林水産委員会、農水大臣に質疑。豚熱
の感染確認区域におけるジビエ利用を可能とす
るために、処理加工施設で豚熱検査実証事業を
行っていて、その成果等も踏まえ、豚熱陰性イ
ノシシの出荷を可能とする枠組みを検討、可能
な限り年度内にと答弁。⇒4/1、「豚熱感染確認
区域におけるジビエ利用の手引き」で実現。 

● 6/2、鳥獣被害防止対策特措法を議員立法で可決 

ＨＡＣＣＰ義務化の本格実施 
● 5/19の農林水産委員会、厚
生労働政務官へ質疑。輪島の
朝市を例にし、現場の小規模
の食品等事業者に配慮してほ
しいと要望。 

● 新たな施設あるいは設備等の整備を求めるもの
ではなく、朝市のような小規模事業者には簡略
化されたアプローチを求める、制度を知ってい
ただくこと。仮に取組が不十分とか不備がある
場合はきめ細かな助言、指導をまずは重点的に
実施し、継続的に取組を行うと答弁。 

2/5 豪雪被害対策について 
農林水産省へ申し入れ 

会館事務所も、飛沫防止のため 
アクリル板を設置 

3/31 駐日欧州連合（EU）
代表部の国際イベント 

ポスター張替 


